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生育調査結果（７月１９日現在）

◎高温により稲の生育が進んでおり、出穂期は平年よりかなり早くなっています。

（南部平坦は７月２０日頃から出穂）

◎開花期以降の水管理は、白未熟粒の発生を抑えるため「飽水管理」としましょう。

◎斑点米カメムシが多発しています。適期防除を徹底しましょう。

※大河原農業改良普及センター調べ

【７月１９日調査結果】

★今後の水管理の目安★

※高温による品質低下を防ぐため飽水管理を推奨しています。
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浅水 落水

（出穂後30日）

飽水管理

白未熟粒の軽減、根の活力維持



※ＪＡ米出荷者へお知らせ※
米の後期栽培記録簿の提出期日は８月１５日（木）となっていますので、必要事

項を記入の上、必ずご提出頂きますようお願い致します。

※こだわり米は１回のみの薬剤防除となりますので適期を逃さず防除しましょう（下記参照）。

落水の目安

・玄米の発達は出穂開花後25日以降まで続きます。

・早期落水は、整粒歩合を低下させる要因となりますので、落水は出穂後30日を目安に

行うようにしましょう。

斑点米カメムシ防除

・薬剤防除は穂揃期とその７～10日後の2回防除を徹底しましょう。

出穂7日前～出穂期

穂揃期～5日後

使用時期

いずれか
1剤選択
（1回）

備　　考使用量／10a

3～4kg

1,000～2,000倍

3kg

対　　象

カメムシ類 キラップフロアブル

キラップ粉剤DL

キラップ粒剤

薬剤名

※宮城県ホームページより引用

刈取り適期について
刈取り時期は、出穂期からの日数ではなく、日平均気

温の積算温度で判断しましょう！

品種名 出穂期からの積算温度 品種名 出穂期からの積算温度
ひとめぼれ
ササニシキ
まなむすめ

940～1,050℃
960～1,050℃
940～1,050℃

コシヒカリ・つや姫 1,000～1,150℃
だて正夢 1,020～1,060℃

みやこがねもち 950～1,050℃


